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（別紙 1) 論文審査の結果の要旨

論文内容の要旨
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論文題目（外国語の場合は，その和訳を（ ）を付して併記すること。）

Ph Y sic a 1 fr a i 1 t Y corr e 1 ate s with b eh av i or a 1 and p. s y ch o 1 o g i ca I s y mp t O m 8 0 f 
dementia and caregiver burden in Alzheimer's disease. 

（アルツハイマー型認知症において身体フレイルは行動心理症状及び介護負

担と関連する）

論文内容の要旨 (1,000字~2,000字でまとめること。）

目的：認知症とフレイルは，高齢者に多い病態である。本研究の目的は，アル

ッハイマー型認知症におけるフレイルと行動・心理症状及び介護負担との関

連性を明らかにすることである。

方法：解析対象者は， 2010年 10月~2015年 2月にもの忘れ外来を受診し，ア

ルツハイマー型認知症と診断された 1193 名である（年齢， 78.8 土 6.. 3 歳；
女性， 68. 6 %)。フ レイルは，生活機能障害 (1-5項目），併存疾患 (ll項目），老

年症候群 (12項目）に関する 38項目（あり／なし）を介護者に聴取し，各項

目で「あり」の場合， 1点を振り分け合計点数を 38項目で除した Frailtyindex 

(FI)を作成した。行動・心理症状は DementiaBehavi.or Disturbance scale 

(DBD), 介護負担は日本語版 ZaritBurden Interview (J-ZBI) で評価した。

その他，患者背最，身体機能，認知機能，意欲，抑うつ，栄養状態，内服薬に

ついて調査した。統計解析は，目的変数に DBDまたは J-ZBI, 説明変数に FI

またはフレイルの重症度（プレフレイル， 0.08~FI < 0.25; フレイル， FI>
0 .25), 調整変数に患者背景; 身体機能，認知機能，意欲！抑うつ，栄養状態，

多剤併用の有無を投入した重回帰分析を行った。また，構造方程式モデリン

グを用いて，フレイル，行動・心理症状，介護負担の三者の関連を検討した。

結果：平均の FIは， 0.16 士 0.10であり，プレフレイルが 663名 (55.6%),.フ

レイルが 198名 (16.6%) であった。多変量解析の結果， FIは DBD({3 = 0.30, 

p < 0.001) 及び J・ZBI(/3 = 0.13, p < 0.001)と有意に関連していた。また，

フレイルのカテゴリを投入した検討においても，プレフレイル及びフレイル

は DBD (プレフレイル， {3 == 0.16, p < 0.001; フレイル， f3 = 0.28, p < 
0.001) 及び J・ZBI(プレフレイル， f3 = 0.09, p = 0.003, フレイル， {3 = 
0.14, p < 0.001)と有意に関連していた。構造方程式モデリングの結果，フレ

イルは介護負担に対する直接効果 ({3 = 0.14, p < 0.001) だけではなく，行

動・心理症状増大を介した間接効果 ({3 = 0.13, p < 0.001)も有意であった。
考察：フレイルは行動・心理症状及び介護負担と関連しており、アルツハイ

マー病の行動・心理症状及び介護負担の軽減のために，フレイルの評価及び

対策の重要性が示唆された。
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アルツハイマー型認知症 (AD) 患者は認知機能の低下のみならず、行動心理症状 (BPSD

）なども伴い介護負担が増大する。近年、 AD患者の身体フレイルに注目が集まっており、

身体フレイルがAD患者に与えるインパクトを明らかにする必要がある。本研究の目的は、 A

D患者における身体的フレイルと BPSDおよび介護者負担との関連を明らかにすることであ

る。

本研究は横断研究であり、対象者はもの忘れ外来に通院している患者1193名（平均年齢7

8.8士6.3歳、女性68.6%) であった。結果は、対象者の全般的認知機能 (MMSE) は18.9点

であり、身体プレフレイルが663名 (55.6%) で、身体フレイルが 198名 (16.6%) であっ

た。重回帰分分折と構造方程式モデルから身体フレイルは、介護負担に対して直接効果と B

PSDを介した間接効果を有していた。本研究は 1施設での結果であり一般化には課題が残る

ものの、確定診断のついたAD患者において、身体フレイルが直接・間接的に BPSD、介護負

担と関連していることを明らかにした初めての研究である。 AD患者において身体フレイル

への対策の重要性を提唱しており学術的価値が高い。

以上から、杉本大貴氏の論文は博士（保健学）の学位を得る資格があると認める。
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